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本山寺山森林づくりの会」活動報告(2021.10.03) 

                                                文：武田､写真：薦田､山國 

日 時：2021(令和 3)年 10 月 3 日(日)  9:30～15:30  

気 象：晴(気温 23℃) 

活動エリア：４４林班ろ､は-01 

活動内容：森林機能強化(作業道設置準備） 

参加者：猪川 誠､石原順子､斧田一陽､倉谷邦雄､薦田佳一､武田壽夫､中島 隆､宮本 廣､山 國 

会員９名 

＜サア､再稼働＞                                                                     

  (何度目かの)コロナ明け。活動地には二ヶ月間の｢ご無沙汰｣。すっかり鈍ったこの身体､どう立て直

す???                 ↓厄除招福のご利益は｢件(くだん)｣様から 

 ← 水木しげるロードのブロンズ像 

今日は水源②から山頂支脈に登る作業道開設の準備。登り口付近には大きな倒木が重なり､その上方も

随所に倒木と枯れ枝が邪魔をしている。折しも今日は 24 節季｢水始涸｣､田の水を落とし稲刈りを始める

時期だそうで､原集落の田圃同様､｢豊作｣といければ良いが。 

終わってみれば､肩は痛むし足･膝はガクガク。作業の遅れを取り戻すには､毎週の活動も止むを得ず､サア､

身体のガタガタが続くか､目出度く筋力回復となるかどうか。 

 

＜今日の成果＞   

  登り口付近はチェーンソーで大中 10 本を玉切り。上方は鋸でヤッコラサの木こりさんで､倒木 4～5

本､無数の枯れ枝を始末。開けた地面は段を刻むなど､出来るだけ道らしく整える。次回以降は路肩の土

留めなど､歩き易く長持ちする道に仕上げていくことになる。 

 

＜写真編①＞ 

【活動地要図(緑の点線が作業道)】 

 

【作業前の登り口付近】 
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＜写真編②＞ 

【経路を遮る倒木の除伐】

 

【玉切りしては移動させる】 

 

【上方での倒木処理】 

 

【邪魔な枯れ枝を落とす】 

 

【切り落とした枯れ枝を整理】 

 

【地均し中】 

 


